
ご挨拶 

 

本校は、大正１０(1921)年に羽島郡実科高等女学校として開校し、昭和２３

(1948)年の学制改革により現在の男女共学の羽島高等学校となり、昨年度、記念

すべき１００周年を迎えた、県内有数の歴史と伝統のある学校です。また市内唯

一の高等学校として、県内はもとより全国に多くの卒業生を輩出してきました。

現在、南舎の建て替え工事が始まり、令和５年１月には新校舎が完成し、同年１

０月に１００周年の記念式典を行う予定です。 

 本校はこれまでも「地域の学校」として、「竹鼻まつり」での山車の引き手、

「竹鼻ふじまつり」での演奏会、「ぎふ羽島駅前フェス」では旧「なまずまつり」

の時代から様々な行事に参加させていただきました。また、Ｓクラブや吹奏楽部

の幼稚園、小学校や福祉施設との交流活動などでは、地元の方々と学校が一体と

なって生徒を育てていただいてきました。 

本校の校章は、輝く翼をモチーフとしており、校歌にもあるように卒業生が世

界に羽ばたいて社会に貢献する人物になってほしいとの願いが込められていま

す。現在、校訓「立志 好学 節度 勇健 創造」のもと、変化の激しい現代社

会に対応すべく、生徒一人一人を大切にする教育を心がけ、職員一丸となって授

業改善、学校改革に取り組んでいます。なにとぞ、本校に対する皆様のご理解と

一層のご支援をお願いいたします。 
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  岐阜県立羽島高等学校 

 校長  後藤周太郎 

 


